
平成２７年１月１９日（月）～平成２７年１月２５日（日）〔第４週〕の感染症発生状況

第４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２４．８９人と前週（２１．４１人）から増加しましたが、例年とほぼ同じレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１０．３３人と前週（８．６４人）から増加しましたが、例年とほぼ同じレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．３６人と前週（１．７０人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第４週報告数第１位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全部・各区役所保健福祉センター（保健所）
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０

第4週におけるＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数が

2.36人となり、例年を上回る報告数となりました。通常、Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎は春から初夏（5～6月）や冬季（11～12月）にピークをむかえ

ますが、1～4月も報告数が多くなりますので、引き続き注意が必要です。

ご存知ですか？～Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎～

第４週報告数第２位

 潜伏期間：２～５日間

 症状：突然の発熱と全身倦怠感、咽頭痛

で発症。体や手足に小さくて紅い点状の

発疹が出たり、舌がイチゴのように赤く

なる（苺舌）ことがある。

 感染経路：感染者の唾液や鼻水への接触

または飛沫（咳やくしゃみ等）で感染。

特に小児（5～15 歳）に多い。

 治療

抗菌薬が効果的であり、処方され

た薬は主治医の指示どおりしっか

り服用することが重要である。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎とは？

薬の服用を途中でやめたり、治療

をせずにいると、合併症として急性

糸球体腎炎やリウマチ熱を起こす

ことがあります。医療機関の指示に

従い治療を受けましょう。

川崎市のＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況


